
宮城県震災復興担い手ＮＰＯ等支援事業

協働推進フォーラム
～地方共助社会づくり懇談会in宮城～

「地域の協働による社会づくり」

生活支援員の研修と支え合う地域づくりの可能性
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特定非営利活動法人 全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）

東北関東大震災・共同支援ネットワーク

池 田 昌 弘
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ＣＬＣが取り組んできたこと、取り組んでいること

◆地域ケアの実践交流と組織化、そして制度化

〇宅老所→小規模多機能ケア⇒小規模多機能型、小規模自由型

→地域共生ケア（場の共生）⇒地域での共生

→逆デイ⇒ユニットケア⇒地域サテライトケア

◆地域支え合いの実践交流と波及推進

〇小地域福祉研究と「全国校区・小地域福祉活動サミット」開催

〇集落福祉研究と「町内・集落福祉全国サミット」開催

〇団地福祉研究と「全国集合住宅団地支え合いサミット」開催

〇廃校活用研究と「廃校を地域の支え合い拠点に！全国サミット」

◆東日本大震災における生活支援研修と情報提供

〇仮設住宅生活支援員の専門職化、生活支援の担い手養成支援

〇地域の支え合いの推進と地域包括ケアの基盤づくり 2
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自宅

施設

「気がつけば、制度は整ったけれど・・・」

本人の暮らし

地域

権利擁護･成年後見

通い

なじみのスタッフ・
ななじみの場所

＋泊まり（長期の泊まり）

＋訪問
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型施設

小規模多機能型居宅
介護／宅老所

小規模多機能ケア

家族
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自宅

施設

近隣の見守り

助け合い･
ボランティア

有償の家事援助

「自宅と施設を行き来し、地域みんなで、２４時間３６５日を支え合う

自治会・応援する会の人たち

近隣づきあい

寄り合い

本人の暮らし

趣味仲間
家族

役割

地域

商店･町内会･
民生委員･
老人クラブ

運営委員会

通い

なじみのスタッフ・
ななじみの場所

＋泊まり（長期の泊まり）

＋訪問

グループ
ホーム

デイ
サービス

ホーム
ヘルプ

ショートス
テイ

ユニット
ケア

高齢者住
宅

地域密着
型施設

小規模多機能型居宅
介護／宅老所

小規模多機能ケア

家族
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東日本大震災の被災地に各種生活支援員を配置

（１）生活支援員の主な仕事

①見守り、訪問活動・・・安否確認やニーズ把握

②個別の生活支援、住民の役割・生きがいづくり

③住民交流活動・・・居場所づくり・コミュニティづくり支援

④支援者間（関係機関）の調整と支援・・・連絡会議

（2）さまざまな生活支援員が配置されている

①「介護等サポート拠点」の相談員（ＬＳＡ）（厚労省老健局）

②社協配置の「生活支援相談員」（厚労省社会・援護局）

③緊急雇用対策で採用された職員（厚労省）

④復興支援員（総務省）
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宮城県における被災者生活支援

①官民協働の支援組織「宮城県サポートセンター支援事務所」設置

（宮城県社会福祉士会が宮城県から受託／2011.9.5）
②生活支援員の育成は一括研修

（阪神・淡路大震災の支援関係者の協力）

③生活支援員の専門職化支援

（介護職員初任者研修、地域福祉コーディネート基礎研修）
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生活支援コーディネーター養成研修
（平成27年度以降）

ステップアップ研修
（2日間研修　1会場程度）

①地域で活動している住民や団体との情報交換会

②認知症の人への理解と安心して暮らせる地域づくり

　・認知症高齢者と家族介護者への理解

　・地域で支え合う仕組づくり

　・SOS徘徊ネットワークの取り組み　等

③生活困窮者（世帯）のおかれている状況と自立支援

　・生活困窮者自立支援プログラムとは

　・居場所づくりから地域づくりへ　等

・業務としてのｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ

・つなぐ支援を念頭においたｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰの役割

・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ業務の振り返りとｽｰﾊﾟｰﾋﾞｼﾞｮﾝ機能

・復興期を視野に入れた組織内ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

・阪神・淡路大震災の教訓に学ぶ

　　　　　　災害公営住宅への転居期の支援等

圏域事例研究会
（1日研修　4会場）

仙台・石巻2回・気仙沼会場

市(区)町村別・事例研究会

災害公営住宅への移行対策研修Ⅰ
転居期研修　（2日間研修　5会場）

前期：石巻会場2回、後期：仙台・石巻・気仙沼会場

・災害公営住宅への転居と支援の方法

・地域で受け入れ態勢をつくる支援の方法

・住民の見守り・支え合いを進める支援と実際

・事例検討　等

・地域福祉コーディネートの基本

・コミニティワーク（地域福祉）の基礎

・地域福祉の地域診断　等

災害公営住宅への移行対策研修Ⅱ
地域生活支援研修①～④（1日間研修　3会場）

◇仙台会場　◇石巻会場　◇石巻会場

・事例を深く理解するための視点と方法の理解

・問題解決のために必要な支援についての考察

・支援の展開力を高めるための事例検討の方法

・事例検討　等

<地域支援事業＞　

<宮城県介護福祉士会＞

介護職員初任者研修

希望者で一定の勤務経験者
地域福祉

マネジメント研修
（管理者研修・研究会方式）

地域福祉
コーディネート

中堅研修

地域福祉コーディネート基礎研修
（2日間研修　4会場）

◇仙台会場　◇石巻会場2回　◇気仙沼会場

①要援護者のニーズ発見と支援をつなぐ福祉マップづくり

②住民が運営するサロン（つどい場）づくりの方法

③ゴミ屋敷や住民トラブルの対応

④自治会立ち上げ支援と地域との協働　等

管理者連絡会議

地域支え合い情報紙の活用

平成26年度　宮城県被災者支援従事者研修　研修体系 
＜宮城県・宮城県サポートセンター支援事務所＞

スーパーバイザー研修
（1日研修　2会場）

◇仙台会場　◇石巻会場

・サポーター活動の理念と目標・役割

・被災者の暮らしの変遷と生活課題

・支援を必要とする被災者の理解と具体的支援

・信頼関係の育み方と実態把握の方法

・住民同士の支え合い・見守り活動の方法　等

サポーター基礎研修
（3日間研修　1会場程度）

＜新規・補充採用者対象＞ ＜基礎・ステップアップ研修既受講者対象＞

分野別研修・情報交換会
（1日研修　4会場）

◇仙台会場　◇石巻会場2回　◇気仙沼会場

小地域別・事例検討会
（日常生活圏域や小学校区等）

＜管理者・マネージメント層対象＞

支援員の福祉専門職化支援
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※分野別研修の開催順や内容は若干変更する場合があります。

【精神疾患の人への理解と支援】

・精神疾患を抱える人とは

・障害の理解と関わりのポイント

・関連機関への情報の伝え方　等

【アルコール依存症の理解と支援】

・アルコール関連問題の現状把握と基礎知識

・早期発見と関連機関へのつなぎ方

・具体的支援の方法　等

【認知症の人への理解と
　　　　安心して暮らせる 地域づくり】

・認知症高齢者と家族介護者への理解

・地域で支え合う仕組みづくり

・SOS徘徊ネットワークの取り組み　等

【生活困窮者（世帯）の
        おかれている状況と自立支援】

・生活困窮者自立支援プログラムとは

・居場所づくりから地域づくりへ　等

【要援護者のニーズ発見と
　　　　　支援をつなぐ福祉マップ】

・地域支え合いの基礎知識

・支え合い福祉マップの展開方法

・事例と成果（各地の事例紹介）　等

災害公営住宅への移行研修
　

一日研修を4会場開催  上期・基礎編/下期・実践編
①久慈会場 ②宮古会場 ③釜石会場 ④大船渡会場

【上期 基礎編】

・災害公営住宅への転居と支援の方法

・地域で受け入れ態勢をつくる支援の方法

・住民の見守り・支え合いを進める支援と実際

・事例検討　等

【下期　実践編】
・県による支援制度説明

・参加者相互の情報交換・交流

・阪神・淡路大震災の教訓に学ぶ災害公営住宅への

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　移行支援

・次の世代につなぐ地域コニュニティ形成支援

・先行事例に学ぶ　災害公営住宅への移行支援

・事例紹介者との意見交換

・1日のまとめ

分野別研修Ⅰ

（1日研修　2会場で開催）
①大船渡または釜石会場　②宮古会場

分野別研修Ⅱ

（1日研修　2会場で開催）
①大船渡または釜石会場　②宮古会場

分野別研修Ⅲ

（1日研修　2会場で開催）
①大船渡または釜石会場　②宮古会場

基礎研修

（２日間研修　２会場で開催）
①大船渡または釜石会場　②宮古会場

＜　未受講者・初心者対象　＞

平成２６年度　岩手県高齢者等サポート拠点職員等研修事業

・支援員相互の情報交換・交流

・こころのケア

・被災者の暮らしの変遷と生活課題

・支援を必要とする被災者の理解と具体的支援

・信頼関係の育み方と実態把握の方法

・住民同士の支え合い・見守り活動の方法　等

＜　管理者・チームリーダ層対象　＞

管理者研修

（１日研修２会場で開催）
①大船渡または釜石会場　②宮古会場

・つなぐ支援を念頭においたｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰの役割

・ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ業務の振り返りｽｰﾊﾟｰﾋﾞｼﾞｮﾝ機能

・ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰの役割としての改善課題の整理

・復興期を視野に入れた組織内ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

・阪神・淡路大震災の教訓に学ぶ災害公営住宅への

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　転居期の支援　等

中堅研修

（２日間研修　２会場で開催）
①大船渡または釜石会場　②宮古会場

・支援員相互の情報交換・交流

・事例を深く理解するための視点と方法の理解

・問題解決のために必要な支援についての考察

・支援の展開力を高めるための事例検討の方法

・事例検討　等

＜既受講者・中堅職員対象＞
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住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される地域包括ケア
システムの実現により、重度な要介護状態となっても、住み慣れた地域で
自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるようになる。

医 療 介 護

生活支援・介護予防

住まい

通院 通所

老人クラブ・自治会・介護予防・生活支援 等

介護の将来像（地域包括ケアシステム）

地域包括ケアシステムの姿

※地域包括ケアシステムは、
人口１万人程度の中学校区
を単位として想定

地域包括支援
センター・
ケアマネ
ジャー

訪問介護
・看護

自宅・ケア付き
高齢者住宅

相談業務やサービ
スのコーディネート

を行います。
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国見・千代田のより処 ひなたぼっこ
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目的・機能

誰もが、自分らしく、住みたい地域で、最期まで暮らし続け
られるよう、

① 住民相互のつながりを深める「場」をつくる支援

② 地域で暮らし続けるために必要な支援

（泊まり合う場の提供などの「軽装備」を想定していたが、実際に始まってみる

と、社会的な孤立や制度の狭間の対応に終始。医療度は高い「重装備」に）

③ 働くことや役割（生きがい仕事）づくりの支援

特に、住民相互の支え合いと専門機関や事業所などの専
門職、必要の応じて行政とも、協働・連携を図ることで、課
題を解決する地域ケアの仕組みづくりを目指す。 20



活動を通じてつながった連携先

地域住民同
士のつなが
りを深める
場づくりへの
支援

地域に暮らし
続けたい人の

支援

働くことや役
割づくりの支

援

地域住民

町内会会長

児童
民生委員

地区福祉委員

地区児童館

地域包括支援センター

地区福祉施設
（デイサービス）

特別支援学校

区保護課

区障害高齢課

社会福祉協議会
（市・区・地区）

広報紙「みんなのわ」
※国見地区周辺4000部
を回覧板をとおし配付。

地域に発信

区家庭健康課

警察

ひなたぼっこ
運営推進委員会

在宅療養支援診療所

（被災者支援センター）

福祉系大学

障害者相談支援
事業所

商店

医療機関

当事者組織
（発達障害系）

市民センター
（コミュニティセンター）

相互に支え
合い

地区老人会
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特定非営利活動法人

全国コミュニティライフサポートセンター(CLC)

石巻・開成のより処『あがらいん』

制度だけでは支えきれない人々の支援を考える

地域交流拠点としての福祉仮設住宅の
取り組み
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○福祉仮設住宅運営
（石巻市 受託事業）

☆必要な期間、
住まう

☆地域から、
通う、泊まる

「個人の暮らし」
を支える事業

事業の２つの柱

地
域
と
の
共
同
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地域食堂・弁当惣菜の配達、
移動販売・買い物代行

つながりづくりの支援：
居酒屋、サロン（子育て、映画、ミシン、外出等）、
ラジオ体操、アロマセラピーなど

自治会

地域包括支援ｾﾝﾀｰ・

障害者支援ｾﾝﾀｰ

子育て支援ｾﾝﾀｰ

行政・保健師

民生児童委員・福祉委員

福祉施設・
事業所

医療機関

警察・消防

誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
必
要
な
時
に
、
必
要
な
期
間
、

必
要
な
も
の
が
使
え
て
、
安
心
で
き
る

近隣住民

制度サービスの利用

訪問入浴・通所介護

訪問看護・往診など

暮らしの支援

相談・訪問・つなぎ・
日常のお世話

出会いと活動と居場所

行ってみっぺし、やってみっぺし

地域生活支援

食べっぺし、泊まっぺし

「就労」の支援：
視覚障がい者のマッサージサロン
要援護高齢者の日常生活支援
ホームヘルパー2級養成講座

「生きがいしごと」の支援：
健康麻雀、野菜づくり、子どもの一時預かり、
地域食堂で食事づくり、弁当の配達、
高齢者の見守り

相
互
に
補
い
合
う

ボランティア・ＮＰＯ

商店・商店街・企業

社会福祉協議会

当事者組織 24
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